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　冬場は、献血者が特に減り、輸血用の血液
が不足する時季です。このため、多くの市民
の皆さんに献血への協力を呼びかけていま
す。
▶持参品＝献血カード（献血
手帳）または身分証明書。
※いずれも400ml献血のみと
なります。

【問い合わせ先】本庁・高齢者支援課地域支援係（内線1198）

【問い合わせ先】本庁（別館）・学校教育課教育指導係（内線2513）

〔市立幼稚園〕　
●入園の要件＝幼稚園に入園できるのは、次のい
ずれにも該当する幼児です。
①平成24年４月１日現在で、満３・４・５歳に
なる幼児（３歳児は本渡南・本渡北・亀場幼
稚園の３園で受け入れ。定員は１クラス20人
で本渡北幼稚園のみ２クラス、定員を超えた
場合は抽選。４歳児は本渡南・本渡北・亀場
幼稚園の３園、５歳児はすべての幼稚園で受
け入れ）。

②保護者が市内に居住し、住民登録をしている
こと。

③保護者同伴で通園できること。

電話番号所　在　地幼 稚 園 名

本渡カトリック
聖 心 幼 稚 園

愛 隣 幼 稚 園

苓 陽 幼 稚 園

大浜町３-28

牛深町1546-3

倉岳町棚底981-１

㉓5766

722152

643661

みこころ

□私立幼稚園
教　　育　　方　　針

　モンテッソーリ教育で、作業の自由選択により
自立と自律、集中力を養い、一人ひとりの個性を
伸ばします。〔送迎バス・預かり保育有り〕
　一人ひとりの個性と人格をありのまま大切に受
けとめ、自己発揮できるように絶えず応援してい
ます。〔送迎バス・預かり保育有り〕
　人間形成の基礎となる教育活動を行うことによ
り、一人ひとりの個性を伸ばし、たくましさを育
てます。〔送迎バス・預かり保育有り〕

〔私立幼稚園〕　
●入園の要件＝満３歳になった時点で入園できます。
※募集園児、保育料（家庭の所得状況により、市私立幼稚園就園
奨励費補助金制度を利用可）、就園時間、申込方法などについ
ての詳細は、各幼稚園へお尋ねください。

●就園時間＝午前８時10分から同９時までに登
園。降園は午後２時（牛深幼稚園のみ預かり保
育を実施〔午後２時～同５時30分〕）。土・日曜
日、祝日は休園。

●保育料＝月額5,900円（家庭の所得状況によ
り、就園奨励費支給制度を利用することができ
ます）。

●申込方法＝入園希望者は各幼稚園または本庁
（別館）・学校教育課に備え付けの入園申請書
（12月１日㊍から配布）に必要事項を記入し、
12月１日㊍から平成24年１月４日㊌までに各
幼稚園へ提出（休園日を除く）してください。

電話番号所　在　地幼 稚 園 名

本渡南幼稚園

本渡北幼稚園

亀 場 幼 稚 園

牛 深 幼 稚 園

川原町４-７

浜崎町４-９

亀場町亀川1538-1

牛深町2065-９

㉓4469

㉒3681

㉓1548

722071

□市立幼稚園
教　　育　　方　　針

　学校教育の始まりである幼稚園では、遊びを
通して小学校以降の生活や学習の基盤を育成し
ます。市立幼稚園では、幼稚園教育要領に基づ
き年間指導計画を作成し｢遊びを通しての学び」
を大切にした教育や、小・中学校と連携した教
育を行っています。また、一人ひとりのよさや
可能性を伸ばすため、幼児の主体性を促し、幼
児期にふさわしい生活の場を整え、個々の発達
に合わせたこまやかな援助を行います。

参加
無料

成年後見制度の研修会を開催

期　日

12/14
㊌

12/14
㊌

12/15
㊍

12/16
㊎

時　  間

9：00～12：30

14：00～15：00

14：00～16：00

9：00～11：30

13：00～16：00

9：00～11：30

12：30～15：30

場　　所

倉岳支所

天草フレックス㈱（倉岳町）

有明保健センター

五和漁村センター

天草セントラル病院（五和町）

五和支所

献血にご協力ください献血にご協力ください

【問い合わせ先】天草中央保健福祉センター☎㉔3737

　市と地域包括支援センターでは、成年後見制
度の普及、啓発を目的に研修会を開催します。
　成年後見制度とは、判断能力が十分でない人
が財産管理や、福祉や介護サービスを受けたい
が、一人で手続きをするには不安がある、また
は一人ではできない場合に不利な契約を結ばな

いために、法で決められた人が、生活と財産を
守るために支援する制度です。
■と　き＝12月６日㊋午後１時30分から同２
時30分まで。

■ところ＝倉岳老人福祉センター。

消防団活動へのご協力をお願いします

　消防団は、「自らの地域は自らが守る」という
使命感を持った団員が、火災や風水害などから地
域住民の生命・財産を守るために活動しています。
　しかし、過疎化や就業構造の変化などで、団員
の数が減少傾向にあります。
　近年、大地震や豪雨などによる災害が全国各地
で起きていますが、本市でもいつこのような災害
が発生するかわかりません。“いざ”というときに
は、消防団の力が必要となります。皆さんも、地
域を災害などから守るために、消防団に入団しま
せんか。
●入団資格＝市内在住で、18歳以上の健康な人
（男女は問いません）。
●活動内容＝火災や風水害などの防御や被害の軽
減活動、各種訓練への参加など。

●入団方法＝電話で本庁・防災
交通課または牛深支所・総務
振興課、その他の支所・総務
市民課へご連絡ください。

●入 団 日＝随時（毎月１日）。

　消防団員は、市民の生命・財産を守るため、火
災時等の緊急出動や各種訓練などを行っていま
す。団員の確保や、円滑な活動・訓練に対する市
民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　また近年、事業所に勤務する団員の割合が高く
なっており、地域の消防・防災力の維持・向上を
図るためには、各事業所の協力が必要不可欠です。
消防団活動に対する、各事業所のご理解とご協力
をお願いします。

【問い合わせ先】本庁・防災交通課防災消防係（内線1232）

■消防団に入団しませんか！

■市民の皆さんや各事業所のご協力を！

みずか


